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第23号 2013年 2月

同志品コ面白ー | 
本学では学生による揮車7ンケートの評個平均点Ifl上位となった控輩担当者をI檀車7ンヤートによる
エ世セレント ティーチャ-tJとして公表しています.今回，"， r ~イツ語[J(2011 年度)で
エヲセレシト田子イ チヤ に呈出された寺田先生にお話を冊いました.

私の研究

寺田龍男

メディア・コミZ二守ージョン研究院噛聾

北梅道大学のa闘9ポヲトリHU8CAPに賦目暖犬
舎な恩恵を受けています.場会を与えられましたの

で.弘の事例を綜介させていただきます.

まず、研究に基づ〈ペき録集について遺べます.

訟はHUSCAPに霊録されてい.さまざまな roo>>
院aノート』をよ〈拝見しています.楓Eで肱盤実
アンケートの毒唱な評価を紹介していただきました

が、そしてそのこと自体拡大きな助みになるのです

が、過去のデータはけうしてラれしいものぼかりで

はありません.そんな時は、『鯛"，ート」が・"

になります.専門的なととはもちろんわかりません

が.資斜を作風され?と先生方が知恵をし躍り、努力

金量ねてい容ととは伝わヲてきます.受噂者の理解

を容易にす.工夫走"でな〈、体系的な釦織を与え

てさらなる恩肴内と促す方法が.得できた降は.r明
日からまたがんばろう』という気巴なり、 .. たな工

夫をこら寸カもわいて含ます.

HUSCAPゆ血・宣盤・1J'40.oo0停に遣し志した1
畠な企a・文t.HUSCAP't"世'に_1，.佳品帯?

・XO)・子フpイル唾(re回・晶h喧U曲1.齢.-，)宮守d"K指書も‘l



ただこれだけでは「研究に基づく授業」とはいえ

ないので、もうひとつ例を挙げましょう。大学院(教

育学院多元文化教育論講座)の学生や研究生を指導

していると、専門外の問題に直面することがしばし

ばあります。そのような場合、学生といっしょに関

連する文献を探すことになりますが、 HUSCAPにキー

ワードを入力すると必ずといってよいほど何らかの

データが得られます。文献の著者はたいてい本学の

関係者なので、読んだ上でさらにご教示をいただき

たいとなれば、すぐにお願いすることができます。「研

究は足でおこなえ」という古くからの教えがありま

すが、身近に多様な分野の専門家がいることは大き

なメリットです。

同じことは私自身の研究 (r中世ドイツ文学の発信

型研究の試みJ(*1))にも当然あてはまります。地

理的・時間的にはもちろん、文化的にも大きな隔た

りのある対象ですが、日本文学で見られる記述や作

品の成立・伝承・受容などの諸相を比較すると、興

味深い点がいくつも目につくのです。「外面の美しさ

は内面の美しさのあらわれJ(すなわち美人やイケメ

ンはみな性格が良い)といった観念のレベルから、「話

芸を演じた人は報酬として古着を受けとる」など実

社会の事象まで、共通・類似する点は少なくありま

せん.それらの事例をテーマ別に集め、対比する作

業を進めています。個々の文学史を園や地域ないし

文化聞のレベルの枠を越えて、いわゆるグローパル・

ヒストリーの中に位置づけ、その上で普遍的な特徴

と個別的なものをとらえることが私の目標です。し

かしそのためには「これとこれが似ている」と羅列

するだけではだめです。相互に影響を及ぼしあって

いない世界を比較すると、当然ながら相違点もたく

さんあります。それらの研究を自分だけで実証的に

進めることは到底できません。そこで多くの方々に

教えとご協力をいただいています。本学のHUSCAP

は、ネットワークづくりの出発点として欠かせない

存在です。

こうした「アジア人研究者」としての仕事と並行

して、私は英雄叙事詩における語集の使用傾向に関

する調査(すなわち「伝統的ドイツ文学研究J)を続

けていますが、過去に執筆した論文のいくつかに
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制作担当 結城憲司，申候将喜，松尾真木子

ついて、 HUSCAPで「正誤表」や「訂正版」を掲載

していただいたことがあります。

けっして自慢できることではありませんし、本来

はそうしなくてよいよう初めから誤りのない原稿を

発行機関に提出するべきです。 (r北海道大学ドイツ

語学文学研究会」と「大学院メディア・コミュニケー

ション研究院」におわび申し上げます.)しかし「ド

イツ人の研究者ならこうした発想にはならないだろ

う」と励まされて始めた研究で、統計の誤りを放置

しては研究自体の信用にかかわります。そこで表を

作成し直し、新たな版を公開していただきました。

まった〈恥ずかしいかぎりですが、複数の親しい研

究者から「このようなシステムが構築されている貴

学がうらやましい」と言われたことがあります。さ

らに訂正版を公開したことで、ドイツのある研究グ

ループとの交流関係をさらに強めることもできまし

た。このグループは私が研究対象とする諸作品の校

訂版を編纂する作業を進めており、拙論で多少の貢

献ができたことを喜んでいます。 (r訂正版」のため

に統計データをすべて検証し、また未発表のものに

ついても膨大な作業を引き受けてくれた本学教育学

院学生のみなさんに感謝します。)

末筆ながら，これまでにご教示をいただいたすべ

ての方々 と、 HUSCAP関係者のみなさまに深くお礼

を申し上げたいと思います。

(寧1)HUSCAPで輪文の群細を読むことができます。
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